
中国の文化Ⅲ

日中文化交流史

第五回 民間貿易の時代（下）



日
本
で
は
民
族
文
字
で
あ
る
か
な
が

で
き
た
後
も
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
？

？



室
町
時
代
の
後
奈
良
天
皇
撰
『
な
ぞ

だ
て
』
や
『
聖
徳
太
子
伝
』
に
は
、

次
の
よ
う
な
謎
々
が
書
か
れ
て
い
る

が
、
そ
の
答
え
は
？

「
母
に
は
二
度
会
う
が
、
父
に
は
一

度
も
会
わ
な
い
も
の
、
何
？
」

①
唇

②
乳

Q



五十音図＊のしくみ

＊五十音図は平安時代に仏教経典の中のサンスクリット語
の字母表をもとに作られた日本語の音韻表



ま は な た さ か 現
代
日
本
語
の
子
音
の
調
音
点



は[ɸa]

ひ[ɸi]

ふ[ɸɯ]

へ[ɸe]

ほ[ɸo]

中
世
日
本
語
の
ハ
行
の
調
音
点



は[ha]

ひ[çi]

ふ[ɸɯ]

へ[he]

ほ[ho]

現
代
日
本
語
の
ハ
行
の
調
音
点



蝶
々
の
こ
と
を
旧
仮
名
遣
い
で
は

「
て
ふ
て
ふ
」
と
書
く
が
、
そ
れ
は

な
ぜ
か
？

①
古
代
日
本
語
で
蝶
の
こ
と
を
「
て

ふ
て
ふ
」
と
い
っ
た
か
ら

②
遣
唐
使
が
伝
え
た
「
蝶
」
と
い
う

漢
字
の
中
国
語
の
発
音
が
「
て

ふ
」
で
あ
っ
た
か
ら

Q



表
音
文
字
の
問
題
点

発
音
は
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
。

「
て
ふ
」
は
遣
唐
使
が
伝
え
た
唐
代
の

「
蝶
」
の
発
音(tiep

)

を
当
時
の
日
本
語

の
発
音
で
表
記
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
後
、

日
本
語
の
「
ふ
」[p

]

が
「
う
」[w

]

に
変

化
し
、
さ
ら
に
「
て
う
」[teu

]

が
「
ち
ょ

う
」[tɕ

o
ː
]

と
変
化
し
た
た
め
、
表
記
と

発
音
の
間
に
ず
れ
が
生
じ
た
。



表
音
文
字
と
表
意
文
字
の
併
用

言
語
の
発
音
は
、
通
時
的
な
変
化
と
共

時
的
な
多
様
性
を
持
ち
、
表
音
文
字
だ
け

で
は
つ
づ
り
と
実
際
の
発
音
と
の
間
に
ず

れ
が
生
じ
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
語
で
は

表
音
文
字
で
あ
る
「
か
な
」
と
、
表
意
文

字
で
あ
る
「
漢
字
」
を
組
み
合
わ
せ
た
独

特
の
文
体
が
作
ら
れ
た
。

平家物語



民
族
文
字
と
漢
字
の
併
用

て
ふ
て
ふ
て
ふ
て
ふ

な
の
は
に

と
ま
れ

ち
ょ
う
ち
ょ
う
ち
ょ
う
ち
ょ
う

な

は

と

蝶
々
蝶
々

菜
の
葉
に

停
ま
れ



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宣
教
師
が
見
た
漢
字

東
ア
ジ
ア
の
文
化
は
、
西
域
か
ら
伝

わ
っ
た
仏
教
経
典
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

中
国
語
で
記
録
さ
れ
、
漢
字
に
よ
っ
て
東

ア
ジ
ア
全
体
で
共
有
化
さ
れ
て
い
た
。

明
末
に
中
国
で
活
躍
し
た
イ
エ
ズ
ス
会

宣
教
師
の
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
は
、
同
会
へ

の
通
信
の
中
で
、
東
ア
ジ
ア
で
の
漢
字
の

意
義
を
絶
賛
し
て
い
る
。



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宣
教
師
が
見
た
漢
字

こ
の
文
字(

漢
字)

を
使
う
国
民
は
、
た

と
え
非
常
に
言
語
の
異
な
っ
た
国
民
の
間

で
も
、
み
な
文
字
や
書
物
を
介
し
て
相
互

に
理
解
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
西
洋

の
文
字
で
は
こ
う
は
行
き
ま
せ
ん
。

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
通
信
一
五
八
三
年
二
月
十
三
日

平
川
祐
弘
『
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
伝
１
』

（
東
洋
文
庫
一
四
一
、
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
）



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宣
教
師
が
見
た
漢
字

そ
れ
だ
か
ら
日
本
と
シ
ャ
ム
と
中
国
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
大
国
で
、
言
葉
も
ま
た

ま
っ
た
く
違
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
相
互

理
解
が
非
常
に
よ
く
行
な
わ
れ
、
同
じ
文

字
が
各
国
で
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
通
信
一
五
八
三
年
二
月
十
三
日

平
川
祐
弘
『
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
伝
１
』

（
東
洋
文
庫
一
四
一
、
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
）



韓
国
で
は
戦
後
、
表
音
文
字
で
あ
る

ハ
ン
グ
ル
の
み
の
使
用
を
推
進
し
て

き
た
が
、
二
〇
一
四
年
、
政
府
は
教

科
書
へ
の
漢
字
併
記
に
よ
る
漢
字
教

育
の
復
活
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
先
生
や
生
徒
の
反
応
は
？

①
先
生
も
生
徒
も
反
対
が
多
か
っ
た

②
先
生
は
賛
成
が
多
か
っ
た
が
、
生

徒
は
反
対
が
多
か
っ
た

Q



韓
国
の
小
学
校
教
科
書
の
漢
字
併
記
問
題

韓
国
の
全
国
教
職
員
労
働
組
合
が
、
小

学
校
四
年
生
か
ら
六
年
生
の
一
四
〇
〇
人

を
対
象
に
教
科
書
の
漢
字
併
記
に
つ
い
て

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
七
八
％
が
「
反
対
す

る
」
と
答
え
た
。
ま
た
全
国
の
二
二
〇
〇

人
の
小
学
校
教
師
を
対
象
に
行
っ
た
調
査

で
は
、
八
七
・
八
％
の
教
師
が
「
漢
字
併

記
に
反
対
す
る
」
と
答
え
た
。

韓
国
『
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
』
二
〇
一
五
年
九
月
四
日



第三節 民間交流が生んだ新たな
日本のイメージ



唐
で
は
日
本
人
に
は
あ
る
特
殊
な
技

術
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
技
術
と
は
何
か
？

①
ミ
サ
イ
ル
を
作
る
技
術

②
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
技
術

Q



ホンダ ASIMO 指揮・デトロイト交響楽団演奏
「インポッシブル・ドリーム」（2008年5月13日）



倭
の
か
ら
く
り
職
人
・
韓
志
和

九
世
紀
、
日
本
と
中
国
の
民
間
交
流
が

盛
ん
に
な
る
と
、
日
本
の
精
巧
な
か
ら
く

り
技
術
が
、
中
国
の
人
々
の
間
で
評
判
と

な
っ
た
。

唐
末
の
蘇
鶚
が
著
し
た
『
杜
陽
雑
編
』

に
は
、
日
本
か
ら
来
た
韓
志
和
と
い
う
人

物
が
、
精
巧
な
か
ら
く
り
技
術
で
中
国
の

人
々
を
驚
か
せ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。



倭
の
か
ら
く
り
職
人
・
韓
志
和

飛
龍
衛
士
の
韓
志
和
は
も
と
倭
国
の
人

で
あ
る
。
木
工
細
工
を
得
意
と
し
、
い
ろ

い
ろ
な
鳥
の
姿
を
作
っ
た
。
そ
の
動
き
は

本
物
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。
腹
の
中
に
し
か

け
を
入
れ
、
飛
ば
す
と
勢
い
よ
く
舞
い
上

が
り
、
三
尺
ほ
ど
の
高
さ
で
一
、
二
百
歩

も
飛
び
続
け
た
。

(

唐)

蘇
鶚
『
杜
陽
雑
編
』
巻
中
韓
志
和(

説
郛
所
収)

説郛所収杜陽雑編巻中



倭
の
か
ら
く
り
職
人
・
韓
志
和

志
和
は
懐
か
ら
数
寸
四
方
の
桐
の
箱
を

一
つ
取
り
出
し
た
。
中
に
は
蝿
虎
子
と
い

う
も
の
が
一
、
二
百
個
余
り
入
っ
て
い
た
。

‥
‥

五
隊
に
分
け
て
涼
州
の
舞
を
舞
わ
せ

る
と
い
う
。

(

唐)

蘇
鶚
『
杜
陽
雑
編
』
巻
中
韓
志
和(

説
郛
所
収)

説郛所収杜陽雑編巻中



倭
の
か
ら
く
り
職
人
・
韓
志
和

陛
下
が
楽
師
に
命
じ
て
曲
を
演
奏
さ
せ

る
と
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
く
る
く
る

と
踊
り
出
し
、
言
葉
を
発
す
る
場
面
で
は

な
に
や
ら
蝿
の
よ
う
な
音
を
立
て
る
。
曲

が
終
わ
る
と
、
尊
卑
の
等
級
が
あ
る
か
よ

う
に
、
累
々
と
し
て
退
い
た
。

(

唐)

蘇
鶚
『
杜
陽
雑
編
』
巻
中
韓
志
和(

説
郛
所
収)

説郛所収杜陽雑編巻中



倭
の
か
ら
く
り
職
人
・
韓
志
和

陛
下
は
な
か
な
か
の
見
も
の
で
あ
っ
た

と
、
雑
綵
、
銀
椀
を
下
賜
さ
れ
た
。
志
和

は
宮
廷
の
門
を
出
る
と
、
そ
れ
ら
を
み
な

人
に
分
け
与
え
、
そ
の
年
の
中
に
所
在
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

(

唐)

蘇
鶚
『
杜
陽
雑
編
』
巻
中
韓
志
和(

説
郛
所
収)

説郛所収杜陽雑編巻中



当
時
、
日
本
で
は
本
当
に
ロ
ボ
ッ
ト

が
作
ら
れ
て
い
た
の
か
？

①
作
ら
れ
て
い
た

②
作
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

Q



古
代
日
本
の
か
ら
く
り
技
術

日
本
の
精
巧
な
か
ら
く
り
技
術
が
、
大

陸
で
評
判
に
な
っ
て
い
た
こ
ろ
、
日
本
国

内
で
も
高
陽
親
王(

か
や
の
み
こ
、
賀
陽

親
王(

七
九
四
～
八
七
一
年)
の
こ
と
か
？)

が
作
っ
た
か
ら
く
り
人
形
が
人
気
を
博
し

て
い
た
こ
と
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第

二
十
四
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。



高
陽
親
王
（
か
や
の
み
こ
）
は
、
何

の
た
め
に
か
ら
く
り
人
形
を
作
っ
た

の
か
？

①
お
茶
を
運
ば
せ
る
た
め

②
水
田
を
旱
魃
か
ら
救
う
た
め

Q



高
陽
親
王
人
形
を
造
り
て

田
の
中
に
立
つ
る
語

今
は
昔
、
高
陽
親
王
＊

と
申
す
人
御
し

け
り
。
此
れ
は
□
天
皇
の
御
子
な
り
。
極

め
た
る
物
の
上
手
の
細
工
に
な
む
有
り
け

る
。
京
極
寺
と
云
ふ
寺
有
り
。
其
の
寺
は

此
の
親
王
の
起
て
給
へ
る
寺
な
り
。
其
の

寺
の
前
の
河
原
に
有
る
田
は
、
此
の
寺
の

領
な
り
。
而
る
に
、
天
下
早
魃
し
け
る
年
、

萬
の
所
の
田
皆
燒
け
失
せ
ぬ
と
喤(
の
の

し)

る
に
、
増
し
て
此
の
田
は
賀
茂
川
の

水
を
入
れ
て
作
る
田
な
れ
ば
、
其
の
河
の

水
絶
え
に
け
れ
ば
、
庭
の
樣
に
成
り
て
、

苗
も
皆
赤
み
ぬ
べ
し
。『

今
昔
物
語
集
』
巻
第
廿
四

＊
高
陽
親
王(

か
や
の
み
こ)‥

桓
武
天
皇
の
第
十
皇
子
・
賀

陽
親
王(

か
や
し
ん
の
う
、
七
九
四
～
八
七
一
年)

の
こ
と

か
。



高
陽
親
王
人
形
を
造
り
て

田
の
中
に
立
つ
る
語

而
る
に
高
陽
親
王
此
れ
を
構
へ
給
ひ
け

る
樣
、
長
四
尺
許
な
る
童
の
、
左
右
の
手

に
器
を
捧
げ
て
立
て
る
形
を
造
り
て
、
此

の
田
の
中
に
立
て
て
、
人
其
の
童
の
持
ち

た
る
器
に
水
を
入
る
れ
ば
、
盛
り
受
け
て

は
即
ち
顔
に
流
れ
懸
か
る
構
を
造
り
た
り

け
れ
ば
、
此
れ
を
見
る
人
、
水
を
汲
み
て

此
の
持
ち
た
る
器
に
入
る
れ
ば
、
盛
り
受

け
て
顔
に
流
れ
懸
か
り
流
れ
懸
か
り
す
れ

ば
、
此
れ
を
興
じ
て
聞
き
繼
ぎ
つ
つ
、
京

中
の
人
、
市
を
成
し
て
集
り
て
、
水
を
器

に
入
れ
て
見
興
じ
て
喤(

の
の
し)

る
事
限

無
し
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
廿
四



高
陽
親
王
人
形
を
造
り
て

田
の
中
に
立
つ
る
語

此
く
の
如
く
爲
る
間
に
、
其
の
水
自
然

ら
□
て
、
田
に
水
多
く
滿
ち
ぬ
。
其
の
時

に
童
を
取
り
隠
し
つ
。
亦
水
乾
き
ぬ
れ
ば
、

童
を
取
り
出
だ
し
て
田
の
中
に
立
て
つ
。

然
れ
ば
亦
前
の
如
く
人
集
り
て
水
を
入
る

る
程
に
、
田
に
水
滿
ち
ぬ
。
此
く
の
如
く

し
て
、
其
の
田
、
露(

つ
ゆ)
燒
け
ず
し
て

な
む
止
み
に
け
る
。
此
れ
極
じ
き
構
な
り
。

此
れ
も
御
子
の
極
め
た
る
物
の
上
手
、
風

流
の
至
る
所
な
り
と
ぞ
、
人
讃
め
け
る
と

な
む
、
語
り
傳
へ
た
る
と
や
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
廿
四



か
な
に
よ
る
技
術
の
伝
承
と
普
及

民
族
文
字
で
あ
る
「
か
な
」
の
誕
生
と

普
及
は
、
文
学
の
発
展
だ
け
で
な
く
、
技

術
の
伝
承
や
発
達
を
も
促
し
た
。



細川半蔵著『機巧図彙』(寛政８年(1796)刊 九大付属図書館蔵)

江戸時代のからくり師（からくり半蔵）が書いた解説書



田中久重(1799-1881)が制作したからくり人形



遣
唐
使
が
廃
止
さ
れ
て
以
降
、
日
中

間
の
交
流
は
民
間
貿
易
が
中
心
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
輸
出
入
さ
れ
て
い
た
の
で

す
か
？

？



第三節 日本の輸出品



唐
907年滅亡

10世紀の東アジア

長安(現在の西安) 新羅
935年滅亡



1600BC
1500BC
1400BC
1300BC
1200BC
1100BC
1000BC
900BC
800BC
700BC
600BC
500BC
400BC
300BC
200BC
100BC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000

殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-



10～12世紀の東アジア

宋
960～1279年

遼(契丹)
916～1125年

高麗
918～1392年

北宋の都 汴京
(現在の開封)



北
宋
時
代
、
中
国
で
は
日
本
で
発
明

さ
れ
た
あ
る
商
品
が
大
人
気
と
な
っ

た
。
そ
の
商
品
と
は
何
か
？

①
提
灯

②
扇
子

Q



扇
子
＝
小
型
で
携
帯
し
や
す
い
工
芸
品

北
宋
末
か
ら
南
宋
初
の
文
人
江
少
虞(

字

は
虞
仲)

が
著
し
た
『
皇
朝
事
実
類
苑
』
に

は
、
北
宋
の
都
・
汴
京
の
名
刹
・
相
国
寺

の
市
で
日
本
製
の
扇
子
が
売
ら
れ
て
い
た

と
い
う
記
事
が
見
え
る
。

日
本
で
発
明
さ
れ
た
扇
子
は
持
ち
運
び

に
便
利
な
だ
け
で
な
く
、
優
れ
た
工
芸
美

術
品
と
し
て
も
珍
重
さ
れ
、
高
値
で
取
り

引
き
さ
れ
て
い
た
。

ち
な
み
に
折
り
た
た
み
で
き
る
提
灯
も

日
本
で
発
達
し
た
も
の
で
、
十
六
世
紀
末

頃
に
は
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。



日
本
の
扇
子

熙
寧
年
間(

一
〇
六
八
～
七
七)

の
末
、

私
が
相
国
寺
＊

に
遊
び
に
行
っ
た
時
、
日

本
国
の
扇
子
が
売
ら
れ
て
い
る
の
を
見
か

け
た
。『

宋
朝
事
實
類
苑
』
卷
第
六
十
風
俗
雜
誌
一
日
本
扇

＊
北
宋
の
都
・
汴
京
（
現
在
の
開
封
）
に
あ
っ
た
寺
。
門

前
で
は
市
が
開
か
れ
、
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
品
々
が

取
引
さ
れ
て
い
た
。



(明)杜大綬唐明皇招飲李白圖巻

北宋の都 汴京
(現在の開封)



日
本
の
扇
子

漆
の
柄
に
餅
の
よ
う
な
厚
い
黒
紙
を

張
っ
た
扇
子
で
、
淡
い
色
の
山
水
画
に
五

色
で
薄
く
色
づ
け
し
て
あ
っ
た
。
近
く
の

岸
に
は
わ
び
た
蘆
や
蓼
が
茂
り
、
鴎
や
鷺

が
直
立
し
て
い
る
。
八
、
九
月
ご
ろ
の
景

色
だ
ろ
う
。
小
舟
の
上
で
漁
師
が
蓑
を
か

ぶ
り
釣
り
を
し
て
い
る
。
空
の
か
な
た
に

は
薄
雲
と
飛
ぶ
鳥
の
よ
う
す
が
描
か
れ
て

い
た
。『

宋
朝
事
實
類
苑
』
卷
第
六
十
風
俗
雜
誌
一
日
本
扇



日
本
の
扇
子

絵
の
境
地
は
深
遠
で
、
筆
勢
は
絶
妙
で

あ
る
。
中
国
の
優
れ
た
画
家
も
こ
れ
に
は

か
な
わ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
値
段
が
あ

ま
り
に
高
く
、
当
時
私
も
貧
し
か
っ
た
の

で
、
手
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
い

つ
も
後
悔
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
再
び
都

の
市
を
訪
ね
た
と
き
に
は
も
う
売
っ
て
い

な
か
っ
た
。

『
宋
朝
事
實
類
苑
』
卷
第
六
十
風
俗
雜
誌
一
日
本
扇



平安時代(12世紀頃)の紙扇の絵の様式を伝える唯一の遺品

国宝・扇面法華経冊子巻第八(東京国立博物館蔵)



清明上河図(北宋 張択端)

北宋時代の都・汴京の姿を描いた絵巻物

清明上河図.jpg


清明上河図(北宋 張択端)

北宋時代の都・汴京の姿を描いた絵巻物



日
本
か
ら
の
輸
出
品
の
中
に
は
、
宋

代
を
通
じ
て
二
十
万
個
が
輸
出
さ
れ

た
も
の
あ
っ
た
。
そ
の
商
品
と
は
何

か
？

①
日
本
刀

②
鉄
砲

Q



日
本
刀
歌

（
宋
）
欧
陽
脩

昆
夷
道
遠
不
復
通

世
傳
切
玉
誰
能
窮

寶
刀
近
出
日
本
國

越
賈
得
之
滄
海
東

魚
皮
裝
貼
香
木
鞘

黄
白
閒
雜
鍮
與
銅

百
金
傳
入
好
事
手

佩
服
可
以
禳
妖
凶

傳
聞
其
國
居
大
島

土
壤
沃
饒
風
俗
好

其
先
徐
福
詐
秦
民

採
藥
淹
留
丱
童
老

百
工
五
種
與
之
居

至
今
器
玩
皆
精
巧

前
朝
貢
獻
屢
往
來

士
人
往
往
工
詞
藻

徐
福
行
時
書
未
焚

逸
書
百
篇
今
尚
存

令
嚴
不
許
傳
中
國

舉
世
無
人
識
古
文

先
王
大
典
藏
夷
貊

蒼
波
浩
蕩
無
通
津

令
人
感
激
坐
流
涕

繡
澀
短
刀
何
足
云



日
本
刀
歌

（
宋
）
欧
陽
脩

最
近
宝
刀
が
日
本
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た

越
の
商
人
が
海
東
か
ら
得
た
も
の
だ

香
木
の
鞘
に
？
の
皮
が
貼
ら
れ

真
鍮
と
白
銅
の
飾
り
が
つ
い
て
い
る

好
事
家
が
百
金
を
払
っ
て
入
手
し

佩
刀
す
れ
ば
魔
除
け
に
な
る
と
い
う

そ
の
国
は
大
き
な
島
に
あ
り

土
地
は
豊
か
で
風
俗
も
よ
い
と
聞
く



日
本
刀
歌

（
宋
）
欧
陽
脩

む
か
し
（
秦
の
始
皇
帝
の
時
代
）

徐
福
は
仙
薬
を
取
る
と
偽
り

童
男
童
女
五
百
人
余
を
率
い
て

海
を
渡
っ
た

久
し
く
留
る
中
に

み
な
年
老
い
て
し
ま
っ
た
が

な
か
に
は
職
人
や
五
穀
も
い
た
の
で

い
ま
も
器
物
は
み
な
精
巧
で
あ
る

前
朝
（
唐
）
に
は

遣
唐
使
も
し
ば
し
ば
往
来
し

士
人
た
ち
の
多
く
も

詩
文
に
巧
み
で
あ
っ
た



な
ぜ
日
本
刀
は
刃
が
鋭
く
、
刀
身
が

細
い
の
に
折
れ
に
く
い
の
か
？

①
炭
素
を
多
く
含
む
硬
い
鋼
だ
け
を

使
い
、
刀
身
全
体
の
硬
さ
を
一
定

に
保
っ
て
い
る
た
め

②
炭
素
を
多
く
含
む
硬
い
鋼
と
炭
素

の
少
な
い
柔
ら
か
い
鋼
と
を
組
み

合
わ
せ
て
い
る
た
め

Q



国宝・古備前包平(こびぜんかねひら)（平安時代・12世紀、東京国立博物館蔵)



「本三枚」での造刀



日
本
刀
の
柄
に
は
あ
る
動
物
の
皮
が

張
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
動
物
と
は
何

か
？

①
鮫

②
猫

Q



沃懸地和歌浦蒔絵脇差(江戸時代 19世紀、東京国立博物館蔵)



鮫皮の柄の日本刀(東京国立博物館蔵)



10世紀の東アジア

宋
960～1279年

遼(契丹)
916～1125年

高麗
918～1392年

北宋の都 汴京
(現在の開封)

日本の輸出品
砂金 真珠 水銀
硫黄 木材
螺鈿 扇子 日本刀



第四節 中国からの輸入品



10世紀の東アジア

宋
960～1279年

遼(契丹)
916～1125年

高麗
918～1392年

北宋の都 汴京
(現在の開封)

中国からの輸入品
香料 薬品 顔料
織物 茶碗 陶磁器
書籍 銅銭





中
国
の
商
船
と
の
交
易
で
、
日
本
は

何
に
よ
っ
て
支
払
い
を
行
っ
て
い
た

の
か
？

①
銅
貨

②
砂
金

Q
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日
本
で
は
、
七
世
紀
末
以
降
、
唐
の
貨

幣
制
度
に
倣
っ
て
、
富
本
銭
、
本
朝
十
二

銭
な
ど
の
銅
銭
が
造
ら
れ
た
が
、
通
貨
と

し
て
流
通
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

九
世
紀
末
に
中
国
と
の
民
間
貿
易
が
始

ま
る
と
中
国
の
銅
銭
が
大
量
に
輸
入
さ
れ

た
。
中
国
の
銅
銭
は
信
用
度
が
高
く
、
ア

ジ
ア
の
共
通
通
貨
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。



鎌
倉
時
代
の
初
め
、
貨
幣
経
済
が
未

発
達
だ
っ
た
日
本
で
は
、
輸
入
し
た

中
国
銅
銭
を
使
っ
て
あ
る
も
の
が
作

ら
れ
た
。
そ
れ
は
何
か
？

①
刀

②
大
仏

Q



奈良東大寺盧舎那仏像(752年)鎌倉高徳院阿弥陀如来坐像(1243年?)







鎌倉高徳院阿弥陀如来坐像(1243年?) 徳島県寺山遺跡出土銭(14世紀)
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鎌
倉
時
代
以
降
、
日
本
で
は
ア
ジ
ア

の
国
際
通
貨
で
あ
る
中
国
銅
銭
が
国

内
通
貨
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
は
い
つ
ま
で
続
い
た
の

か
？

①
明
治
維
新
ま
で

②
江
戸
時
代
の
初
め

Q
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中
国
銭
が
流
通
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
日
本
国
内
で
は
質
の
悪
い
偽

造
銭
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
偽
造
銭
を
表
す
言
葉
は
、
い

ま
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

何
か
？

①
ペ
テ
ン

②
ビ
タ

Q



鐚(

び
た)
一
文
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